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治療差：
-0.2%（95%CI：-3.0～2.5％）

DTG＋RPV（n＝513）

ベースラインART（n＝511）

SWORD-1および2試験：投与48週目時点、DTG
＋RPVへの切り替えはベースラインARTの継続に
対して非劣性

• 36週目にウイルス学的中止
の基準を満たしたDTG＋
RPV群の患者1例では、
K101K/E混合変異が認めら
れた。

• VF時にアドヒアランス不良が
認められた。

• DTG＋RPVの継続により再抑
制が得られた。

• INSTI耐性なし

• 100週目：ウイルス学的中止
1%、投与期間中に発現した
NNRTI耐性3/10例、すべて
早期切り替え群2
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